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数々の革新 

過去 50 年間、ポルシェ 911 はパフォーマンスと効率性の面で、このクラスの基準

を確立してきました。しかもそのレベルは世代を重ねるごとに進化しています。こ

れは、ツッフェンハウゼンやヴァイザッハのポルシェ エンジニアが 911 を改良し

続けてきた結果であり、ポルシェ ブランドの革新性を実証することにもつながり

ました。911 シリーズは、スポーツ性の点でつねに他をリードしてきましたが、開

発担当者がこだわったのはドライビングパフォーマンスだけではありません。絶え

ず際立った存在であり続けている 911 は、インテリジェントなアイディアと技術に

よって、優れた性能、日常の利便性、安全性、耐久性を融合させた 1 台なのです。 

1963 年: 3 分割構造型セーフティステアリングシステム 

1963 年に発売された際、ポルシェ 911 にはラック＆ピニオン式のステアリングシ

ステムが備わっていました。このシステムは、精緻で非常にダイレクトな操作性を

示したため、過去のテストレポートでつねに高い評価を獲得していたと同時に、911
の安全性を支えるひとつの要素でもありました。3 つのリンケージを有しステアリ

ングボックスが車両の中心に取り付けられていたことから、正面衝突時にステアリ

ングホイールがドライバーを直撃することはありませんでした。ステアリングロッ

ドの独特な角度設定や、インパクトチューブおよびリリースエレメントの採用によ

り、衝突時にはステアリングホイールがドライバーを避けるようになっていたので

す。ポルシェはセーフティステアリングシステムの改良を続け、その後のモデルで

は、衝撃を吸収するためにメッシュチューブも採用しています。1991 年には、ポ

ルシェは自動車メーカーとして世界で初めて、運転席用と助手席用のエアバッグを

全車標準装備としました。 

1965 年: タルガのロールオーバー・バー 

「世界で最も安全なカブリオレ」。これは、1965 年 9 月に開催された IAA 国際モー

ターショーで、ポルシェが 911 タルガを初めて発表した際のヘッドラインです。こ

のニューモデルの革新的な特徴は、ロールオーバー・バー由来のタルガバーを備え

ている点でした。ロールオーバー・バーはモータースポーツでその真価が証明され

ている装備であり、乗員の安全を最大限に保護します。また 911 タルガは、取り外

し可能なフォールディングルーフと、折り畳み可能なプラスチック製リアウィンド

ウを備えていることから、オープントップ走行やクローズトップ走行をする際に 4
通りのスタイルを選択できるという優れた柔軟性も備えていました。 



 
 ポルシェ 911 の 50 年 • 数々の革新 2 

 
 
 
1965 年 8 月に特許を取得したこのフードコンセプトは、これ以外にもプラスの効

果をもたらしています。ファブリック製のフードを備えたコンバーチブルは、概し

て高速走行時にフードが膨らんで見た目が悪くなるという課題を抱えています。こ

のフードコンセプトはこうした課題を見事に解消させただけでなく、当時のコン

バーチブルモデルが共有していたボディの歪みに関する問題も同時に解決したの

です。しかしながら、911 タルガを開発する際に最も重視されたのは高水準のパッ

シブセーフティであり、多くの顧客がそれを高く評価しています。1970 年代の前

半には、911 シリーズの約 40%をタルガが占めるほどになっていました。 

1966 年: ベンチレーテッドディスクブレーキ 

ブレーキの効果的な冷却は、ハイパフォーマンスカーにとって重要な要件になりま

す。ブレーキを効果的に冷却しなければ、高速走行からの確実なブレーキングを繰

り返し行うことはできないからです。そのためポルシェでは、1966 年から 911 S
にベンチレーテッドディスクを採用しました。このブレーキディスクは二重壁構造

になっており、空気を循環させることで摩擦熱を放出させます。またドリルホール

が設けられていることから、ディスクに付着した水分による水蒸気圧力もすぐに逃

します。冷却性を向上させるための工夫はこれだけにとどまりません。その後の 911
モデルにはラムエアダクトが備わり、フロントスポイラーの開口部から取り入れら

れた空気がブレーキディスクへと導かれる仕組みになっています。ポルシェは、他

のどの自動車メーカーよりも、数多くのノウハウを量産車のブレーキシステムに応

用しています。これは、ポルシェが他の自動車メーカーに比べてモータースポーツ

での経験を豊富に有していて、レーシングカーのブレーキシステムを継続的に開発

してきたためです。こうした努力の結果、極めて安定に優れたブレーキシステムが

完成しました。このブレーキシステムによって、精緻なドライビングが可能になっ

ただけでなく、ポルシェの量産車両は、つねにクラス最短の制動距離を誇るように

なったのです。これは公道を走る際の安全性に大きく貢献しています。 

1972 年: フロントスポイラーとリアスポイラー 

ポルシェのエンジニア達は、911 のパッケージングを大幅に改良する取り組みを絶

え間なく続けてきました。その中のひとつがエアロダイナミクスに関する改良です。

1971 年にはモータースポーツの分野で得た知識を活かして初めてのフロントスポ

イラーを開発。これを 911 S とその後にリリースされた 911 E に採用しました。こ

のスポイラーは、空気をボディサイドに導くことでフロントセクションに作用する

揚力を減少させます。このスポイラーを装着したことで方向安定性が改善され、運

転操作が容易になりました。 
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1 年後には 911 T にもフロントスポイラーが取り付けられています。一方、911 カ

レラ RS 2.7 はリアスポイラーを採用。「ダックテール」と称された特徴的なスポイ

ラーは、熱狂的なファンを生み出す要因のひとつにもなりました。その後に登場し

たリアスポイラーには、ポルシェの歴史において極めて重要なものが存在します。

それが 911 ターボに備わったリアスポイラーです。大型でフラットなこのリアスポ

イラーは、優れた機能性を備えていることはもちろん、車両の魅力を引き立たせる

とともに、911 ターボの圧倒的なパワーとスピードを予感させるものでもありまし

た。技術的な部分について簡単に説明すると、フロントとリアに備わったスポイ

ラーは、どちらも車両のエアロダイナミクス性能を強化するためのものであり、方

向安定性、制動特性、ステアリング特性、コーナリング特性、さらには高速走行中

の横風に対するレスポンスも向上させる効果があります。特にフロントスポイラー

は、空気をボディサイドに誘くことで車体に作用する揚力を一定レベル以下に抑制

するほか、アンダーフロアパネル非装着車の床下で空気の乱流が発生するのを防ぎ

ます。一方リアスポイラーは、適切な位置にスポイラーリップを設けることでボ

ディの周囲を流れる空気を後方へ放出し、空気の乱流発生を最小限に抑える役割を

担っています。リアスポイラーは飛行機の翼を裏返しにしたような断面形状にデザ

インされており、後輪に作用するネガティブリフトを増加させ、ダウンフォースを

生み出します。こうしたエアフローの安定化とネガティブリフトの制御は、最高速

度を高めるだけでなく、燃料消費量を低く抑えることにも貢献します。 

1973 年: ターボチャージャー 

エンジンが誕生した時から、エンジニア達は混合気の燃焼を最適化するための「理

想的な吸気」を研究しています。彼らの狙いはできるだけ多くの空気をシリンダ内

に送り込むことですが、その理由は、空気を圧縮して混合気を生成すれば、その燃

焼によって大きなパワーが得られるからです。こうした研究がなされる中、ポル

シェは将来を見据えた911ターボを1973年に発表。この車に搭載された3リッター

のターボエンジンには、それまでモータースポーツ部門で何度もテストされてきた

吸気圧制御機能がエグゾースト側に備わっていました。1974 年の量産開始に向け

て準備が進められたこの 911 ターボにより、ポルシェはターボチャージャーを走行

条件に対応できるようにした初めての自動車メーカーとなったのです。吸気圧を制

御するため、ポルシェでは従来のようなインテーク側での制御システムではなく、

エグゾースト側で制御するシステムを開発しました。このシステムは、必要以上の

排気ガスがタービンに送り込まれないように、余分な排気ガスをバイパス経由で逃

がす仕組みになっているため、部分負荷運転や過回転の際に過給圧が高くなり過ぎ

るのを防ぐことができます。加速時に再び過給圧が必要になると、バイパスバルブ

が閉じて全ての排気ガスがタービンに送り込まれるため、タービンはその性能を最

大限に発揮します。 
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1975 年: 亜鉛メッキを施したボディ  

1975 年、ポルシェは腐食という問題に対して優れた対応策を見つけ出しました。

911 シリーズのボディ両面に量産車として初めて亜鉛メッキを施したのです。これ

によって 6 年間の防錆保証が可能になると、1981 年のモデルではその保証期間を

7 年に延長。その後は保証期間を 10 年にまで延ばしました。メッキ処理が施され

たホワイトボディは、車両の耐用年数を延ばすといった効果をもたらしているだけ

ではありません。ボディ剛性や衝突安全性の維持にも貢献するため、安全性の面で

もプラスの効果を発揮するのです。911 が極めて耐久性の高い車であると評価され

ている理由のひとつは、ボディに亜鉛メッキ処理を施したためであるといえます。

実際、これまでに生産された 911は、その 3分の 2が現在でも公道を走っています。

ボディを量産するにあたっては、広範なテストが実施されました。ボディの材料に

ステンレススチールを用いるといった試みもそのひとつであり、銀色のボディを持

つ 3 台のプロトタイプが製作されました。現在そのうちの 1 台は、ミュンヘンのド

イツ博物館に展示されています。しかし、エンジニア達はステンレススチールを使

用せず、ホワイトボディに亜鉛メッキを施す方法を採用しました。これは後者の方

が生産に手間がかからないと判断したためです。ヴァイザッハのテストコースで伝

統的に行なわれてきたテストの中には、ソルトウォーターの中でプロトタイプを走

らせ、腐食への耐性を確認するというものがあります。 

1977 年:インタークーラー 

911 シリーズが成功を収めてきた理由のひとつに、車両の改良を定期的かつ計画的

に行ってきたことが挙げられます。911 シリーズは、毎年、数多くのディテールが

改良されているため、フェリー・ポルシェが思い描いていた完璧なスポーツカーの

イメージにますます近づきつつあります。これは 911 ターボの場合も同じです。911
ターボは 1977 年にモデルチェンジが実施され、排気量が 3.3 リッターに増大され

るとともに、リアスポイラーの下にインタークーラーが備わりました。ポルシェは

このとき世界で初めて、モータースポーツに由来するインタークーラーを量産車に

採用しました。インタークーラーは吸気温度を 100 ℃以下に低下させることによ

り、全てのエンジン回転域で高い出力と大きなトルクを生み出せるようにします。

気体は温時が低いほど高濃度になるため、吸気効率が高まるのです。この結果、

300 PS/5,500 rpm の最高出力を安定的に発生できるようになったほか、最大トルク

も 412Nm になりました。さらに、このインタークーラーは、エンジンの熱負荷も

低減させ、排気ガス温度の低下、エミッション排出量の減少、そして燃費の削減を

実現します。また、混合気の温度が異常に高くなって自己発火するようなこともな

くなるため、ノッキング抑制の面でもプラスの効果を発揮します。 
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1983 年: デジタルエンジンエレクトロニクス 

デジタルエンジンエレクトロニクス（DEE）は、1983 年に登場した 3.2 リッターの

自然吸気エンジンに初めて採用されました。デジタルエンジンエレクトロニクスを

採用する最大のメリットは、燃費性能の向上、クリーンな燃焼、そして最大出力の

増大を実現できる点にあります。システムは、エンジンのあらゆる運転状態がプロ

グラムされているコントロールユニットと連動しており、燃料噴射量と点火時期を、

エンジン回転数、アクセル開度、温度に応じて適切に調節します。エンジンがオー

バーレブした際に燃料噴射を止める燃料カットオフ機能と、補機類の作動時にアイ

ドリング回転数を調節する電子制御機能も、デジタルエンジンエレクトロニクスの

採用によって追加された実用性の高い機能です。このほかノッキング制御システム

も、エンジンの“正常な”運転状態を維持することに貢献します。このデジタルエ

ンジンエレクトロニクスは、さまざまなインジェクションシステムの制御に用いら

れています。 

1988 年: 4WD システム 

ポルシェは、スポーツカーの 4WD システムについて広範な経験を有しています。テ

クノロジーデモンストレーターの異名を持ったタイプ 959 にも、この 4WD システム

が搭載されていました。このタイプ 959 は生産台数の少ない特別なシリーズモデル

ですが、1988 年に登場したポルシェ初の量産型 4WD スポーツカー、911 カレラ 4
に影響を与えています。優れたドライビングダイナミクスを実現するため、959 には

無段階の調節機能を有する電子制御式可変センターディファレンシャルが備わって

いて、各輪の負荷の違いやホイールのグリップ状況に応じて、前後のアクスルに対す

るトルク配分を調節できるようになっていました。またカレラ 4 に関しても、エンジ

ニア達はプラネタリーギアを介して行われる基本的な前後トルク配分を 31：69 に設

定し、優れたドライビングダイナミクスを実現させています。このカレラ 4 には、ト

ルク配分を事実上無段階に調節できるよう、油圧式のセンターディファレンシャルと

アクスルディファレンシャルも備わっていました。それらの機能を制御していたのは、

ABS コントロールユニットに統合されていた電子制御システムです。1994 年に発表

された次世代のカレラ 4 は、新たに進化したポルシェの 4WD システムを搭載。この

4WD システムは、カレラ 4 用に最適化された、非常に軽量なビスカスカップリング

式多板クラッチでトルク制御を行っていた点が大きな特徴です。 
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1989 年: ティプトロニック 

1989 年以降、ポルシェは、快適性とスポーツ性を完璧に融合させた革新的なトラ

ンスミッションであるティプトロニックを 964 シリーズの 911 に採用。その走行性

能は、5 速または 6 速のマニュアルトランスミッションを備えた同一モデルをわず

かに下回るレベルでした。ティプトロニックは、インテリジェントなシフトプログ

ラムを備えたオートマチックトランスミッションですが、マニュアル操作による任

意のシフトチェンジを可能にしている点も特徴です。従来のセレクタレバーゲート

と並んで、マニュアルシフト用のゲートが設けられており、そのゲート内でセレク

ターレバーを前後させるだけでシフトチェンジを瞬時に完了させることができま

す。エンジン回転数がレブリミットを越えていなければ、セレクターレバーを前方

に動かすとシフトアップし、後方に動かすとシフトダウンします。シフトアップを

し忘れても、エンジン回転数がレブリミットに達した時点で自動的にシフトアップ

が行なわれる仕組みになっていました。この電子システムは、ドライビングスタイ

ルと走行条件に関係なく最適なシフトチェンジができるよう、5 つのシフトプログ

ラムを備えていたほか、シフトチェンジの際には点火時期を遅らせてエンジン回転

数を一時的に落とし、スムーズな変速を実現させていました。 

1993 年: LSA アルミニウムシャシー 

993 シリーズに導入された新しいシャシーは、｢LSA（Light=軽量、Stable=安定、Agile=
俊敏）」というコンセプトに基づいて設計されたもので、リアエンジンモデルの 911
が課題としていた不安定な挙動を解消させる手段となりました。LSA のコンセプト

は、マルチリンクサスペンションをベースにしたリアアクスルに多大な影響を与え

ており、モータースポーツでのテストを通じて優れたドライビングダイナミクスを

実現させています。このアクスルは、加速時やコーナリングの際に、サスペンショ

ンの沈み込みが極めて小さくなるように設計されている点が特徴で、総体的に安定

した走行特性をもたらします。さらに、アルミニウム製のダンパーを備えた軽量な

スプリングストラットが俊敏性を向上させている点も見逃せません。車両総重量と

バネ下重量を軽くするため、体系的な軽量化対策も施されました。こうした取り組

みの結果、高速走行時でも車線変更を迅速かつ安全に行うことのできるシャシーが

完成し、走行時の騒音や振動も減少させることができました。 
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1995 年: ツインターボチャージャー 

ポルシェは 1995 年に 993 シリーズの 911 ターボを発表しています。この車には

2 基の小型ターボチャージャーを備えた 3.6 リッターエンジンが搭載されていまし

たが、そのエンジン性能曲線は、大排気量自然吸気エンジンのものと同じような

カーブを描いていました。2,000 rpm の低回転から大きな推進力を発生し始め、

3,500 rpm からは乗員の体をシートに押し付けるほどの驚異的な加速力を披露した

のがこのエンジンです。ヴァイザッハのエンジニア達は、最高出力を 300 kW
（408 PS）、最大トルクを 540Nm まで引き上げるだけでなく、加速時のターボラグ

をかつて無いレベルにまで減らすことも目標に掲げました。彼らは 1 基の大型ター

ボチャージャーを使用する代わりに、2 基の小型ターボチャージャーを用いること

でこの目標をクリアしています。小型のターボチャージャーはブレードがコンパク

トで、慣性モーメントが小さいことが最大の成功要因です。バイパスフラップを組

み込んだ 2 基のタービンは、0.8 bar のブースト圧を生成。充填効率の最適化、高い

効率性を誇る 2 基のインタークーラー、そしてエンジンの運転効率を最適化する

ノッキング制御システムが効果的に作用したことで、エンジンの出力と回転特性は

著しく改善されました。 

1995 年: OBD II 対応エミッションコントロールシステム 

OBD（オンボードダイアグノシス）II に準拠する新しいエミッションモニタリング

ステムをポルシェ車として初めて採用している点も、この 6 気筒エンジンモデルの

技術的特徴のひとつです。このモニタリングシステムを採用したことにより、エグ

ゾーストシステムや燃料供給システムの不具合および故障を素早く検知できるよ

うになりました。また、広範なエミッション対策は 911 ターボにも大きなプラスの

効果をもたらしていて、このターボエンジンのエミッション排出量が世界中の量産

モデルの中で最も少ないという事実に専門家達は驚きを隠すことができませんで

した。過給システムを備えたこの 993 シリーズは、エアマスコントロール機能を搭

載した自動車史上初のツインターボモデルでもあります。OBD システムは、触媒コ

ンバーターと O2センサーを含めた排気システム全体や、活性炭素フィルタを備えた

タンクベンチレーションシステム、そのほか二次空気供給システムや燃料供給シス

テムの作動状況を継続的にモニターします。また、ミスファイヤもこの OBD システ

ムによって記録されます。993 シリーズの発売当時、米国では OBD II 規制に適合さ

せることがすでに義務化されていましたが、他の市場もいち早くこれに従っていま

す。OBD システムの開発には、長時間におよぶ作業と、非常に複雑なエンジン・マ

ネージメントシステムが必要とされました。 
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2001 年: セラミックブレーキディスク 

2000 年にポルシェが 996 シリーズの 911 ターボを発表した際、同車には、オプショ

ンとしてセラミックコンポジットブレーキディスクが用意されていました。これは

911 GT2 に標準装備されたブレーキディスクです。ポルシェ・セラミックコンポジッ

ト・ブレーキ（PCCB）と呼ばれるこの新しいブレーキシステムは、ポルシェが技術

面で大きく進歩したことを示すもので、応答性、耐フェード性、重量、メンテナン

ス頻度の面で新たなスタンダードを確立しました。ポルシェは、セラミックコンポ

ジットブレーキディスクを効果的に冷却できるよう、ディスクの内部に冷却用の通

気孔を設けた世界初の自動車メーカーです。このセラミックコンポジットブレーキ

ディスクは、メタル製のブレーキディスクと同じく表面にドリルホールが設けられ

ているものの、その重量はメタル製ブレーキディスクの半分以下です。また、車両

重量を 20kg も削減できたため、燃費性能も向上させています。さらに、バネ下重

量が軽くなったため、ショックアブソーバーの応答性がいちだんと改善されました。

セラミックブレーキディスクのメリットはこれだけにとどまりません。摩擦係数が

常に安定しているうえに、急ブレーキの際もブレーキペダルを強く踏み込む必要が

ないほか、最大の制動力を瞬時に発生させるアシストシステムを必要としません。

セラミックコンポジットブレーキディスクは、ブレーキペダルを強く踏み込まなく

ても、最大の制動力を素早く発生させることができるのです。また、新開発のブレー

キパッドは従来のブレーキパッドに比べて水分吸収率が低いため、ウェットコン

ディションの下で優れたレスポンスを発揮します。このセラミックブレーキディス

クは、スポーツ走行時の大きな負荷にも余裕で対応できるブレーキディスクです。 

2008 年:ポルシェ・ドッペルクップルング（PDK） 

ポルシェ・ドッペルクップルング（PDK）を世界で初めて搭載した量産スポーツモ

デルは、2008 年に登場した 997 シリーズの 911 です。PDK は、前進７段と後退１

段のギアを備えたトランスミッションで、当初はカレラとカレラ S で選択が可能で

した。PDK の最も重要な長所は、マニュアルトランスミッションやトルクコンバー

ター式のオートマチックトランスミッションに比べてシフトチェンジにかかる時

間が短い点です。PDK の場合、ドライバーがシフトチェンジを行うと、次に移行す

るギアがその後のシフトチェンジに備えてあらかじめ準備されます。しかも、その

過程で走りに悪影響が出ることはありません。当時一般的であったマニュアルトラ

ンスミッションよりもギアの段数が 2 段多かったにもかかわらず、この PDK は重量

面でのアドバンテージも獲得していました。事実、PDK は、ティプトロニック S に

比べて約 10 kg も軽かったのです。1980 年代、ポルシェは世界で初めて、このト

ランスミッション技術を 956/962 といったレーシングカーに採用しています。 
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その結果、ポルシェは高性能スポーツカー向けのデュアルクラッチ式トランスミッ

ションに関して、非常に多くの経験を積むことができたのです。ポルシェ・ドッペ

ルクップルンクは、マニュアルトランスミッション特有のドライビングダイナミク

スと機械効率、そしてオートマチックトランスミッションならではのシフト特性と

快適な乗り心地を十分に堪能できるシステムであることから、スポーツ性と快適性

の面で 911 シリーズのドライバーを満足させます。1 速から 6 速まではスポーツ性

を重視した設定で、7 速は燃費性能を重視したロングレシオです。 

2011 年:アルミ二ウムとスチールを組み合わせたインテリジェント構造 

2011 年に発表された 991 シリーズの 911 において、ポルシェはスポーツカーの軽

量構造をいちだんと完成度の高いものにしました。この結果、燃費の低減と車両ダ

イナミクスの改善、そして安全性と快適性のさらなる向上という数多くの目標を同

時に達成することができたのです。エンジニアは最適な生産方法を採用するととも

に、適材適所という考え方にこだわりました。最新世代の車両は、先代モデルより

も約 40kg 軽量化されていますが、こうした軽量化はポルシェにとって初めてのこ

とです。本来なら、ホイールベースの延長、安全要件の厳格化、そしてパッケージ

全体の改良により、反対に増加することが予想されていた車両重量は約 80 kg も軽

量化を実現しました。これは、アルミ二ウムとスチールを組み合わせた構造のホワ

イトボディを新たに完成させたことが主な要因です。局所的な補強部品を除き、ボ

ディのフロントセクションや、フロアとリアの大部品にアルミニウムが用いられて

います。さらに、フロントおよびリアのリッド、フェンダー、ドアにもアルミニウ

ムが使用されています。クーペの場合は全体の 44 %、カブリオレの場合は全体の

43 %がアルミニウム製です。一方、スチール部品の大部分には、高張力素材と超高

張力素材を採用。熱間鍛造とプレス硬化処理がなされたスチールは、非常に優れた

乗員保護性能を発揮できる点が特徴です。アルミ二ウムとスチールを組み合わせた

インテリジェント構造は、ツッフェンハウゼン工場の生産工程に変革をもたらして

います。スチール製ボディの時代、生産の大部分は抵抗スポット溶接で行なわれて

いましたが、昨今のように複数の素材を組み合わせるようになると、異なる接合法

が必要になります。ホワイトボディは最大 400 個の部品で構成されていますが、ス

チールとアルミニウムを組み合わせる多くの主要部分は溶接によって接合させる

ことができません。この問題に対しては、種類の異なる金属が接触しても腐食が生

じないように構造用接着剤を多用したり、クリンチング、パンチリベット接合、摩

擦ドリル加工などの機械的接合法を利用するのも有効な方策です。こうした複数の

接合方法の中から理想的な手法が状況に応じて選択されます。 
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2011 年: 7 速マニュアルトランスミッション 

世界初の 7 速マニュアルトランスミッションも、991 シリーズの 911 に採用されま

した。この 7 速マニュアルトランスミッションによって、911 シリーズは切れ味の

良いシフト特性を新たに獲得しています。新しいマニュアルトランスミッションは、

7 速 PDK を基に設計されたもので、快適性とスポーツ性に優れたシフトチェンジが

可能です。ニューモデルの 911 シリーズは、6 速でトップスピードに到達。7 速は

燃料消費量を抑えるロングレシオで、低いエンジン回転数での高速クルージングが

可能です。7 速マニュアルトランスミッションは優れた効率性の実現と重量の最適

化によって、車両の燃費性能を向上させることに貢献していますが、オートスター

ト/ストップ機能を標準装備している点も見逃せません。7 速 PDK がモジュールタ

イプのシステムとして設計されたため、7 速マニュアルトランスミッションには数

多くの同一部品を使用することができました。しかし、克服しなければならない課

題がひとつありました。それは、PDK のコンセプトを採用すると、シフトパターン

が通常の「H 字型」になるようにギアをレイアウトできないということです。そこ

で、マニュアルトランスミッション用のシフトアクチュエータを特別に開発しまし

た。このシフトアクチュエータを使用すれば、PDK のギアセットを使って、シフト

パターンを従来の「H 字型」にすることが可能になるのです。また、特許取得済み

のシステムが、誤ったシフトチェンジを防ぎます。例えば、7 速へのシフトは 5 速

か 6 速からでないとできないようになっています。 

 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


